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「集成」学校だより

「自分も相手も大切にできる行動」

暑かった夏の時期が終わったかと思うと、秋があっという間に過ぎ、早いものでもう
１２月になりました。これからが冬本番、寒波も訪れることでしょう。１２月は、２学
期のしめくくりであると同時に、１年のしめくくりでもあります。依然新型コロナウイ
ルス感染症は収束せず、インフルエンザによる感染の影響も聞くようになりました。ま
た、色々な災害や事件・事故がありました。いつ何が起きてもおかしくないこの時代、
当たり前にごはんが食べられること、眠ることができること、笑顔になれること、学校
に来られることなど…そんな当たり前の生活ができることを１年のしめくくりに感謝し
たいと思います。

、 、 、さて １１月１７日には 京都府内や亀岡市内から１００名近い先生たちをお迎えし
京都府小学校教育研究会『外国語教育研究大会』を開催しました。６年生のイングリッ
シュリーダーによるステージ発表から始まり、普段から取り組んでいるイングリッシュ
タイムを参観していただきました。また、１年生から６年生までの各学年から代表して
１クラスが授業を公開しましたが、生き生きと活動する姿や熱心に学習に取り組む様子
がたくさん見られました。特に、来られた先生方に自分から積極的に英語で挨拶する姿
や、楽しく学習している子ども達の様子に多くの先生方からお褒めの言葉をいただきま
した。これまで、積み重ねてきた研究の成果をお見せできたことを嬉しく思うと同時に
さらに子ども達が主体的にコミュニケーションを図り、学びを深められるように今後も
研究を進めたいていきたいと考えています。
ところで、１２月は人権月間です。国においては世界人権宣言が昭和２３年（１９４

８年）１２月１０日の国連総会において採択されたことを記念して、翌年からこの日を
最終日とする一週間を「人権週間」と定めており、人権尊重思想
の普及高揚を図るため各種の啓発活動を行っています。報道やメ
ディアを通して見る機会もあるでしょう。
本校においても１１月２４日から１２月７日を人権旬間として

位置づけ、全校で人権にかかわる学習や取組を初めとし、子ども
一人ひとりが人権について考える機会を設けます。今年度のスロ
ーガンは『みんなのいいところをみつけられる人になろう！』で
す。
人権尊重の生き方を一言でいうと「一人一人の人間を大切にして、互いにその人が持

つ生命や自由や名誉を傷つけない」ということになると思います。子ども達も互いに相
手を大切にすることの意味はとてもよく分かっています。しかし、日常生活の中で対立
したり、自分の思いと相手の思いが行き違ったりすると、感情的に言葉を発したり、つ
い言い過ぎたりすることは誰でも経験したことがあるでしょう。些細なことで気まずく
なったり、互いの心を傷つけあったりするのは避けたいものです。
そこで、日常生活の中で誰でもできる人権尊重の行動を３つ紹介します。
一つ目は「和顔（わがん 、いつもにこやかに穏やかな顔で人に接することです。）」

「 （ ）」、 、 。二つ目は 慈眼 じがん 慈しみのまなざし 優しい目つきで人に接することです
三つ目は「愛語（あいご 、思いやりのこもった優しい言葉で人に接することです。）」
穏やかな笑顔で人に接することは、誰もができる人権尊重の生き方につながる行動で

す。私は子ども達の日常の学校生活を見ていて 「和顔」を実行できている子どもが千代、
。 、 、川小学校にはたくさんいるなと感じています ぜひ この機会に一人一人が自分を磨き

自分も相手も大切にできる行動を心がけ、いじめを許さない心や態度、相手の気持ちを
思いやる優しい心をさらに身につけて欲しいと思います。
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